








































































































































































































り, 蘇我氏敬信し, 蘇我馬子は仏像二躯及び尼三人を池辺直氷田に授けしかば, 氷田は受
けて私宅の辺に営みし仏殿に其の二仏を安置し, 其の子徳那更に弥勒観自在を安置したる
もの即ち当寺の起源にして, 村名も是れより起れりといふ。池辺直氷田は本地池辺氏の祖































































































































































































































































































































































































欽明天皇の代から今上陛下に代に到るまで, 疫病は猖獗をきわめて, 衰える気配はなく, 人
びとはすっかり死に絶えてしまうであろう。これもひとえに蘇我馬子が仏法を崇拝している

































































































































































































































夏の盛りに, 天然痘はいよいよ猖獗を極め, 蘇我馬子は自身の病勢が衰えず, 今もって快
方に向かわない, これはもう仏法に頼るしかないと, 天皇に懇願して, やっとのことで, 蘇
我馬子一人だけに仏法の信仰が許可される。そして捕えられ辱められていた三人の若い尼た
ちも馬子のもとに返される。三人はすんでのところで日本での最初の殉教者になるところで
あったから, 馬子はこれを歓悦して, 未曾有のこととして感嘆し, そして頂礼する。これは
仏をおし頂くような動作であり, 僧尼を仏の化身として崇め奉る姿勢を示すのであろう。宗
































































































































































































































































































































































































































































































































釈の覚超, 姓は巨勢氏, 泉州大鳥郡の人なり。幼にして叡山に上る。奇相あり, 舌を出
せば鼻を過ぐ。慈慧之を見て大いに驚きて曰く「聡明の相なり。必ず国宝とならん」と。




















さて, 覚超はここでは巨勢氏であって, 和泉の国の出身ではあっても, 大鳥郡の出である
ことになっている。泉郡の横山ということにはならない。しかし, 池辺氏が今なお仏並の地
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池辺家庭内の石碑






今已に三宝を奉礼了ぬ, 其功徳无量无辺也, 即以此功徳は自他法界平等に利益せん, 就
中て此郷内の有縁无縁の一切の霊等怨敵をも親友をも皆供に引導せん, 現在結縁諸人各滅
悪業して現生後生共に安楽にして皆共に仏道成らん, 大衆皆存此志して唱に随て礼拝して






































には「葛城の峯」について, 次のように述べる｡『日本歴史地名大系28 大阪府の地名 下』
(平凡社 1986）所載のものからの引用である。
かつらきは大和のくにゝ限るにあらず, このみねは東南に紀の川のながれをしき, 西南






















坂本太郎・家永三郎・井上光貞・大野晋校注『日本古典文学大系68 日本書紀 下』(岩波書店 1965）
出雲寺修校注『新日本古典文学大系30 日本霊異記』(岩波書店 1996）
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South Osaka :
Cradle of Japanese Buddhism (1)
Bunnami (仏並)
UMEYAMA Hideyuki
In the 6th century, the introduction of Buddhism caused very serious and critical conflicts in the
ancient mentality of Japan, resulting in the first and last large-scale religious war in the history
of Japan. As the main battlefield, South Osaka was the scene of various wars.
According to the “Nihon Shoki”, Ikebe no Atahi Hida carefully concealed Buddhist statues,
which had been ordered to be destroyed and dumped into the sea. It is said that Bunnami is the
very place where these statues were concealed. Surprisingly, the Ikebe familly has survived
through 15 centuries and continues to live in Bunnami even now.
Following the lead of Tsuda Sokichi, mainstream Japanese historians have been curiously skep-
tical about this account. “Nihon Shoki” should be particularly neglected with “Kojiki” because of
the over estimation of the past totalitarian age. Neither the legends nor the traditions can be the
object to be taken into considerations by the Japanese positive historians. They cannot accept the
obvious fact of the presence of the Ikebe familly in Bunnami.
By reviewing the “Nihon Shoki” and considering the local traditions in South Osaka, we would
like to shed new light upon how the Japanese adopted Buddhism.
